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市民ファースト
　2016年の議会が全て終わり、感じたこと。どうやら

新座市も市議会も「市民ファースト」とは程遠い考え

方にあるということです。

　市は普段「財政難だ」と言い続けているのに大和

田2.3丁目の区画整理を見ると、どうみても「清水建

設ファースト」ですし、東一丁目のバスの折り返し場

を見れば、「西武バスファースト」です。市民の安全

より、市の財政より、清水建設や西武バスの利益が

優先するのでは困るのです。

　一方で町内会への補助金を見れば、町内会

ファーストですし、大型道路や大型の区画整理にも

「市民ファースト」の考え方はありません。

　例えば、栗原のある町内会は２３年度から２７年

度まで、加入世帯数は常に700。「５年間もずっと

同じ世帯数っていうのはおかしいでしょ！」と議会で

発言すると、２８年度は４５７世帯に激減しました。

同じ栗原のある町内会は５年間、ずっと1000世帯

でした。この町内会も議会で「下３桁の数字が変わ

らないのはおかしいでしょ！」という質問の後、８１９

世帯に激減したのです。

　栄のある町内会は２４年度から２７年度までの４年

間の加入世帯数が900でしたが、質問の後の２８年

度は７５０世帯で申告しています。町内会には世帯

数に応じて補助金が市から出ています。その額、世

帯数×１８０円でした。過去形なのは、今年度から

その額が３００円に増額されているのです。

　増額の理由は市の広報の配布から町内会が撤

退したことにあります。それまでは、町内会が市の広

報を１部３０円という額で配布していたのですが、昨

年の５月からはシルバー人材センターが遙かに安い

金額でポスティングをしてくれています。その減収

分、世帯数の補助金を増額したのです。

　一方では「町内会に入会しないと、市の広報は貰

えない」と言いながら、一方では会員数よりも遙かに

多くの広報を配布したことになっていた。そのことに

疑問を感じない訳にはいきませんでした。

　栗原の1000世帯の町内会は819世帯になりまし

たが、広報の配布は1485世帯。実に６６６世帯も余

計に配布したことになっていました。

　野火止のある町内会では会員数よりも５９４世帯

多く、栄のある町内会では５２７世帯・・町内会に

入っていない世帯の分も配布していたことになって

いました。しかも、市はその数を何のチェックもなしに

受け取っていたのです。各年度の予算書と決算書

を見れば、明らかに「水増し」が分かるのにです。

　議会に提出された資料は僕のＨＰに掲載する予

定です。みなさんの町内会は「水増し」をしてません

か。広報を配布していた班長さんたちは、余った広

報を廃棄していませんか？その情報をください。

既にいくつかの町内会から、廃棄の状況も聞いてい

ます。市民の税金を無駄に使うことはあってはいけ

ません。町内会の収支報告書に会員数と領収書が

添付されるようになる日が来るといいですね。

水増し

　

　もうすぐ全戸配布される「新座市議会だより」の新

年号から、「水増し」という言葉が消えました。町内

会への補助金に対して、どうみても「水増し」して市

に補助金を請求している町内会があったので、そう

書いたのですが・・・議会運営委員会でクレームが

つき、無難な表現に変更になりました。そこで、市民

のみなさんに資料を公表して、「水増し」という表現

が適切かどうか判断してもらうことにしました。これも

「市民ファースト」の考え方です。

　（資料は全て議会で提出された資料です。）

昨年の５月から、市の広報は全戸配布になりました。

「町内会に入っていないと、広報を貰えないのはお

かしい」「全戸配布にすべきだ」と議場で何度も訴え

てきたことが、やっと実ったのです。その時に出され

た資料と自分が情報公開で請求して手にした資料

（平成２３年度と２６年度の予算書と決算書）とを比

較して、驚いたことがありました。それは、６１町内会

の内、予算、決算書に町内会員数が掲載されてい

た町内会が２７しかなかったことです。３４町内会は

会員数の記載がなかったのです。しかし、市には世

帯数を提出し、１世帯あたり１８０円という補助金を

受け取っていたのです。町内会が配布した広報の

数も調べることなく、市は町内会に補助金（１部３０

円）を出していました。１部３０円という補助金自体、

どこから出てきた数字か分かりません。

　１０００世帯で計算すると、１０００世帯×３０円×

１２ヶ月＝３６万円（年間）にもなります。

何かがおかしい・・・
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